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ワイタム森と演習林
石田健

7,1 Fレドワーカーが研究を始めるにあたって、調査地選びは研究テーマ選びの次にくる大

事な作業fご＝適した調査地が得ら i~ な：tit：！、研究テ マの変更きえ余儀なくきれるご利用で

きる議査地カ先に決まうて、ーで、そ乃調査地；二適した研究テーマそ選ぶことも多いニ

私カt大学E大学院時代に調査地として足しげ〈通った山梨県山中湖村の東京大学富士演習林

周辺；土、キツヅキ類の採食生態をi5:縁種間で比較した 1）、ぞれE環境ξの関係を調べるという研

禿テーマに適した場所！：： 仁で選λだ＝大学院時代の最後にLaた、東京都田無市の東京大学演習

林田無試験地；土、大型実験ケ ジをつく勺イアカゲラの採食行動に関する飼育実験ができる場

所と Lて選んだごそして、現在、私が主な調査地EしてLゐる埼玉県大滝村の東京大学秩父演習

林；二、先にありきの調査地である＝つま＇）、ここに任官されたカら、ここで語査するのがいち

Jλ都合カ上 L〉からそうしているー….！：：もいえる＝

ただ、私のように身軽に飛び回る 7)カ得意な人間にはこのような勤務地が最適だらう正いす

閣圏の判断も、この結果に大きくきいているだらうし、私の研究歴カf就職先につなかったわけ

- ここはここでひど「〈気に入っている士もちらえ、自分自身の動機とは別に立場上の動機や

外から転が 1）込む研究も多〈、他所へも謂査にでかけるさ一般的にも、心底好きな研究テーマ

だけに思う存分打ち込める才能と運に恵まれている研究者はまれだろう＝

ぞれはさておき、野外調査の結果を報告する論文には必ず 調査地J ！：：いう項目があるョ鳥

類ク〉研究であれば、南極から北極圏まで、あるいは大洋から高山まで、鳥の生患範囲の広きそ

反映しで調査地もあ 1)！：：あらゆる E二らに広かーっている二そのように論文で紹介きれる無数の

調査地の中で、在に Eって普からもっそも印象深い場所の 1つが、イギ ljスのワイタムの森で

ある 印象深い E いうよ •i 、すらベつま L ド Eい勺た；三うが正直な気持ちかも Lれない二
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巻頭言

ワイタムの森周辺は、生態学祖の一人エルトンが中心になって創設したオックスフォード大

学所属の研究施設で、きまぎまな生物を研究対象とする研究者が世界中から集ってひとつところ

で調査している c 鎌山がシジュウカラの採食生態を調べたとき、食物となるシャクガの I｝スト

や発生消長を調べている別の研究者がいて参照できたり、サザンカイモリフクロウの個体群動撃

を調べたとき、やはり餌になるノネズミの個体群動態をエルトンたちが長年調べていたり、あ

るいはシジュウカラ類の巣箱を利用した個体群研究が代々継承されて何十年もつづいている＝

怠の所属する大学演習林は、少しワイタムの森に似ているかもしれないε 秩父演習林にはほ

ぼ6000haの森林があり、標高2400mから240mにわたって気象観測を行っているこ落ち葉や落下

種子が継続調査されていて、クマの糞から食性分析しようという研究者がいる c ひとつの沢で

は、降雨量と沢の流量の観測、水質の継続観測、水棲昆虫群集と落葉の分解に関する研究、カ

ワガラスの繁殖生理周期の研究などが行われている会それぞれの研究成果は、お互い有機的に

結びつくことだろう＝

また、演習林の r財産J を管理する呂的で植生に関する資料が長年にわたって蓄積きれ、地

固なども完備きれてレて利用できる＝衛星画像を解析して植生を分析したり、コンビュータグ

ラフィックスや地理情報システムを利用して景観解析をやろうという研究者もいる±それらの

結果を、手軽に参照できるデータベース・地理情報システムやコンビュータ一通信網をつくろ

うとしている研究者もいる（怠もそこに入っていて、その分雑用も増えるが……L
でも、ワイタムの森とはかなりちがうごあちらは、エルトンが動物個体群の研究集団を生み

出すことを目的として創った所で、大きな意味の研究目標が先にあった＝演習林i立、もともと

林業それも人工林の育成を主な目的として創設きれた施設で、社会環境の変化にともなって、

特に天然林の割合が3分の 2以上と多い秩父演習林では、天然林や野生動物の生態学的な研究

が重要な研究テーマになりつつある所である 3 その結果として、生態学や森林保安をテーマと

する研究者の有機的なつながりはまだ希薄だし、ここでの研究も活発とはいえない 2

演習林をワイタムの森のような調査地にできる下地はありそうだ。長期的に、研究を目的と

した管理下に置かれることが保証きれている広い陸上のフィールドは、日本では大学演習林だ

けだろうごそういう場を足がかりにして、生物が環境をつくるように、多くの研究者が利用し

たいと思うような調査地をつくることも、私のような研究者の「ニッチ」 fごと感じている＝

今、研究領域の境界が大きく変わろうとしているように見えるご一昔前までは、専門分野の

細分化が進んでいたようだが、今は再編成が進みつつある 分子生物学の研究手法がかなり確

立し、その一部がフィールドワーカーにとっても割合に活用しやすいものになってきたり、実

験生物学者たちが環境保全や野生生物の生態にも興味をいだくようになっている二人口増加と

浪費的生活習慣がますます進み、人にとっても地球がいよいよ手狭になってきたという危機感

が社会に広がっていることも関係があるだろう。

エルトンたちは、ワイタム森周辺の調査地を活用して個体群生態学という研究分野を確立さ

せたこそういう意味でのはっきりとした学問的目標は、残念ながら私にも演習林にもないこし

かし、演習林という場を活用することによって、学問的にも新しい研究領域や研究手法の確立

に寄与できるだろうと信じながら、私は日々たち働いている。

エルトンやラックには遠〈及ばないまでも、大面積プロットやフィールドステーションを設

置した 1）、生物資料を新鮮なうちに調整できる実験施設を整備したり、蓄積きれているデータ

を参照しやすくするという形で、あるいはいろいろな人と共同研究することで、ごくゆっくり

ではあるがワイタムの森を目指して、すてきなフィールドづくりに努めているさ後は、仲のよ

い研究者がたくきん集まれば、なにかが生まれるだろう＝これを読んで、大学演習林で調査を

してみょうかと思い立つ方が一人でも現れれば幸いだc （東京大学秩父演習林）
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意見

論争は見苦しいか？ 藤岡一佐野論争に思う

日本鳥学会誌vol.39 (no. 1 ）に佐野昌男氏

の北海道利尻島におけるイエスズメの繁殖に

関する報文が載った＝これに対して藤岡正博

氏が、掲義きれた写真はニュウナイスズメの

幼鳥て1まないかと学会誌vol.40 ( no. 3）でクレ

ームをつけ、これに対する佐野氏の反論が同

時に掲載きれた＝

欧米の学会誌では、こうした論争はごく普

通のことであるし、それが学界の雰囲気を盛

り上げ、研究者の論文に対する厳しい姿勢を

養うという一面を持っていることは周知の事

実であるが、筆者の知る限り、日本鳥学会誌

上でこうした研究上の益争が行なわれたこと

はなかった二これでようやく日本鳥学会誌も

欧米並のレベルになったかと喜んでいたとこ

ろ、学会誌上でのこうした議争は見苦しいか

らやめろという意見があると聞いた。

おそらく一人ならず、会員の何人かは、こ

うした意見をもっておられると思う 2 だがこ

うした科学上の議争のどこが見苦しいのだろ

うか＝藤岡氏は決して佐野氏を中傷しようと

か、落しめようとかいう意図で批判を書いたわ

上田恵介

けではないごもしイエスズメが北海道に侵入

・繁殖したのが事実なら、農水省としてそれ

は（おそらく何億円もの予算に関わる｝重要

な問題である合その農水省の研究員として、

当然、藤岡氏はこの批判を書かねばならなか

ったのだと訟は理解している＝

もちろん論争はフェアにおこなわれなけれ

ばならない＝それだからこそ、編集委員会は

佐野氏に反論の機会を与えているのである＝

ただ佐野氏の反議は藤岡氏の指摘に正面から

答えていない（私としては、この件について

藤岡氏の再反論左、そしてもし繁殖が事実な

ら、もっとはっきりした証拠をもって、利尻

島におけるイエスズメの繁殖を立証する佐野

氏の報文が載ることを期待している）士

批判と中傷、論争と喧醸の区別がつカaない

のが日本社会の一面であることは、我々が折

。にふれ目にすることであるが、少なくとも

我々の学会では、今後とも科学的諸争がフェ

アにのびのびと、そしてアクティプに行なわ

れることを期待しているご

（立教大学）

佐野昌男 1990. 北海道利尻島におけるイエスズメの生息確認．日本鳥学会誌

39 : 33 35. 

藤岡正博 1992. 佐野昌男氏による「北海道利尻島におけるイエスズメの生息確認」

は、雄1羽の渡来記録である．日本鳥学会誌 40:112-113. 

佐野昌男 1992. 藤岡正博氏による「北海道利尻島におけるイエスズメの生息確認」

の反論に対する見解．日本鳥学会誌 40:113-114. 

関連学術集会（1993)

.9月1～ 9日 第23回国際行動学会議（スベイン： no.46)

.9月20～ 24日 第 6回国際ライチョウシンポジウム（イタリア： no.46) 

•10月 1 ～ 3 日 個体群生態学会シンポジウム（支易湖）・

•10月 9 -11 B B本鳥学会大会（愛媛大： no.47) 

•n月 20～23 日 日本動物学会大会（琉球大γ・12月I-3日 第16回極域生物シンポジウム（極地研：本号）

(1994) 

•s 月 14-20 日 第 5回国際行動生態学会議（ノッティンガム：本号）

•s 月 20-25 日 第21回国際鳥学会議（ウィーン：本号）・8月20-26日 第 6回国際生態学会議（？ンチェスター：本号｝
関連分野の学会大会・シンポに聞する情報をお知らせ下さい（〆切： 2カ月前｝
牢印のものものについては編集委員にお聞い合わせ下さい。
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若手インタビュー

成末編集委員の

若手研究者インタビュー（9)

黒田治男さん

1999年3月に津戸基金シンポジウム「鳥の

学習左文化」が開催された折。、呉嘩県カ4 ら

遠路はるばる参加した、熱心な若者カfいたこ

黒田治男きんである c

昭和36年に兵嘩県に生まれ、ご尊父の影響

で物心つレた Eきカーら鳥を見てトたという＝

小学校の頃仁、裏山などでエナガやウグイス

を観察し、中学校では鳥仲間を求めて西播愛

鳥会に入会したご縁あっナ訟も閉会内会員で

あるが、会報にしばしば投稿している同氏カ’

こんなに若レとは知らなかったー

黒田氏カ A育った時代は、日本列島改造のき

なかであった＝瀬戸内海地方においても、ン

ギ・チド lj類の宝章である海岸線は埋め立て

られて工場地帯となり、サシバやプyポウゾ

ウが繁殖していた山林は、切り崩きれて高速

道路やゴルフ場に変わっていったご黒田氏の

私のフィールドアイディア

糞拾い

小藤弘美

河川の石や岩の上カーらカワ yケラスの糞を先

の細いピンセットで拾』＇ますご糞を拾う時は

砂粒や枯草などいらないものはピンセットで

除いて下きいごなるべく新しいものが理想で

す治、乾燥したものでも大丈夫です戸拾うた

糞は 5団四方ぐら』・に切ったアルミホイルに

薬包紙に包む要領で包んでビニ ル袋に入れ

ますニ最近は便利なポ ljj袋があって、チャ，ク

フィールドノートは、期せずしてこれら失わ

れていった多くの鳥たちの墓標を刻むことに

なったのである 4

黒田氏は、現在NT Tのデジタル交換機の

ゾフトを開発する仕事に携わる一方、フィー

ルドノ トのまとめの第 1歩として「ヤマセ

ミのとまっ場の利用様式」（StrixVol. 10) 

を発表きれた＝今後の課題として、是非環境

の変化と鳥類の移 1）変わりについて蓄積きれ

た情報を整理し、発表きれていくこ Eを期待

している一

単勝2

,:-,..-

号二．

付きポ I｝袋ユニパックを使っていますー 8.5×

6cmの大ききのものをアルミホイルと一緒に

野帳に挟んでいますご水分の少ない糞ならア

ルミホイルに包まずにそのまま袋に入れても

＼，，＼，＇でしょうご別にポ 1）袋でなくてもフィル

ムの空いたケ スやプラスチ y クのサンプル

ビンなどに入れてもかまいません＝採集した

日付、時刻、雌まを等をラベルに書きますこ持

ち帰ったら普通の冷凍冷蔵庫の冷凍嘩に入れ

ておけば、半年やそこいらはステロイドホル

モンの測定は大丈夫ですこ

｛早稲田大学）

第16回極域生物シンポジウム
第16回極域生物シンポジウムが12月1日同から 3日幽にかけて、東京都板橋区の国立極地研

講堂で開催きれますこ 1日の午前は「日加相補佐研究によるサロマ湖、レゾIJュート研究計画」、

2 Bの午前は「海氷圏生物の総合研究計画」、 3日の午前は「昭和基地周辺における陸上無せき

つい動物」をテーマとした講演があワます， 3日間とも午後はポスターによる一般研究発表が

予定きれています＝詳細は下記にお問い合わせ下さいs

干173板橋区加賀19 10、国立極地研究所生物シンポジウム係

TEL : 03 3962-4711 （内 363）、 FAX: 03-3962-57 43 
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コスタリカ

コスタリカ通信（2)

先号で記録鳥種 850種 E書いたが、その全

て三コスタ i）オで繁殖するわけではないz 熱

帯刀鳥相グ〉特徴の 1っとして留鳥の割合か多

いブ〉；二確かだが 一年中気温が変化Lないた

め餌量万・比較的安定Lでおけ長距離の南北移

麦、いわφる：芝川．二必要ない、コスタ ＇） ヲケア

鳥柏＼二630種 7)留鳥 l水鳥40種 と220種の越

冬・通過種ー水鳥120種 とに大別できる ζ

'... ;:・ L、この630種カどこで’t量買之 rξEw パ

Zコけでιなく、 12，二分．十らじる値生区の数区

．こしか生息しないこ Eが多L入記詠時数刀最

も多い LaSelvaで 268種、毛：：..る San

Joseて95種 Stiles1983、 188種 Sti-

!es 1992 E、 E本と比べで鳥顧九多..i;lj 

，こ－＇，－ iii;-てゴ三種類つ観．二＼ . ・.気力ーする A そアj

て・tc'' San Joseから’〈コミで 2時間も移動す

ると全く異なる鳥相か観察できるー熱帯1丘泡
「：＇：｛•；、 ：＂·－，， : Iドl）、オオ，、シ、コシコ市イシコて

で 「海rn，；中主乃青、賞、繰鮮やかなタネシ

早ーのt昆群τ 熱帯高地雲霧林の 'r、ソ『ーに、

Lつコーン主主マシクロープブ〉＃長 トキ ラ

ンチ、ン L I 

二九コスタ Jカの鳥相プ】豊オーき仇要因了7,1 

う ELて、その地史カE挙げられるこ中米グ〉起

汚．二新Lく、火山の爆発E海底の隆起；こようで

500万年前；二中米子出現Lた時、すで；二南北ア

〆 で大差，ニ．ニ全く異なる重力短打幅三存在ザ

ていたニぞれらが地峡の完成E同時に反対の

方向に流tl込λだのだカ・え、そグ，時起こ勺だ

新 L¥ a環境への適応放散、相互干渉．二よる大

規慢な毛減 例え．工南米ご勺有袋主主 ．二想！象．こ

かたくない＝南米大陸カーらは、重鳴きんま貢 マ

!Jトj、オニキパシ 1）、タイランヰョ内類

ノ、手トー。l、ミソ＃ザイ類 旧大陸iこも 1種進

出Lた－：：；・新大陸起源、コスタ 1)-f:には22種

マイコドリ類などが北上L、逆に北米からは

長ソヅキ、ツバメ、ツ 7ミ、カケス類など比

較的な達に顔なとみのクルー7が南進したコ

また中米起源E思われるアメ 1）カムシクイ類

なrも含め、アメ 1）カ大陸のへそ、コスタ，，

::, 

直木一弥

Bravlio Carrillo National Park. 

樹冠の黒点は HawlerMonkey. 

で；二，二南北からアJ多様な鳥万三人、進化L’二

九である＝ ごスタ で犬学

Stiles. G. 1983 Costa Rican .¥atural 

History. l"ni、・ersityof Chicago 

Press. 

Stiles. G. 1992 La a¥・ifauna de l". C. R. 

、susalrededores a tra、・esde 

veinte a白os. Revista de Bidogia 

Tropical 38 : 361 382. 

ア 1）ド 1) ・ Antbirds Family Formicarii-

dae Antshrike. Antvireo. Antwren 

;'・ J.-' 

トロゴシ Trogon -Order Trogoniformes 

Family Trogonidaeの鳥＝ えず ・.，，ー

しも含むご日本名・長ヌパネド：l

オニキノ〈シ IJ Wood creeper Family 

Dendrocolaptidae. 

タイランチョウ Tyrant Flycatcher 

Famih-T、・rannidae
アメリカ大陸グ〉ヒタキ

マイコド 11 Manakin Family Pipridae 



学会改革の経過報告

学会改革に関するアンケート以後の改革の

進捗状況について報告したいa 本年4月の評

議員会で、 1993/94年度の会長に山岸哲氏、

副会長に藤巻裕蔵氏が選出きれた＝また、

アンケート調査の結果に沿った方向で会則

を改正することが基本的に了解きれ、会則

改正の骨子ならびに新会則の草案作成委員

（森岡・山摩・唐沢・福田）を決定した 3

新会長・新副会長の人事も会則改正案も来

る10月の総会で承認されねばならないが、過

去2年間にわたって検討を加えてきた学会改

革は、これで一区切りついたと言えるであろ

うこふり返ってみると、この2年聞は長かっ

たようでもあり、短かったようでもあった。

私自身は改革案にまだいくつもの不満点があ

るのだが、当初はまとまる見込みのほとんど

なかった学会改革をとにかく軌道に乗せただ

けでも良しとしたい。

しかし、これからの学会運営こそ改革の正

念場であることは、私自身がいちばんよく知

っているここの機会に、新会長に山岸氏が推

驚きれたのは、改革を定着きせ、学会を一層

発展きせるためには、山岸氏の行動力と見識

が不可欠と考えられたためである＝

新会員ljの骨子となる会則改正案の要項と学

会運営の基本的体制は以下のとおりである＝

その内容は、アンケート結果をほぼ全面的に

受け入れたものとなっている号

李会長任期は 2年ロ候補を立てて会員に

よる直接選挙で選出し、連続3選を禁止する

（連続2期までとする）＝候補者は、会員 5名

以上の推驚（ただし、推驚人の氏名は掲薮し

ない）、もしくは本人の立候補とし、選挙管理

委員会が確認するー

·~副会長任期は 2 年ご評議員会で選出し、

遠鏡3選禁止＝

③評議員定員15名以内3 任期は 2年c 会

員による直接選挙で選出し、連続多選可（現

行どお‘り t
④常任評議員 定員 3名＝任期は 2年己評

議員のE選で選出し、連続3選禁止＝常任評
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会長森岡弘之

議員会は会長・副会長・常任評議員で権威し、

日常の学会運営にあたる（常任評議員会・常

任評議員は新設）＝

⑤幹事および幹事会は廃止する（編集幹事

は正・副編集委員長、ニュ ス幹事はニユ

ス編集長となるご庶務・会計は常任評議員会

に移行）ー

亘醤集委員会と評議員会の分穫評議員会

には正・副編集委員長のみオブザーパーとし

て出席できる（現行では編集委員・幹事・監

事は評議員会に出席できたが、新会則ではオ

ブザーパ は正・副編集委員長と監事に限ら

れる会つまり、学会誌の編集関係以外の学会

運営は、選挙で選ばれた会長と評議員だけで

行なう＂

⑦名誉会員・永年会員・学生会員は現行ど

おりとする。

軍事務局は会長のもとにおき、事務局員

（パート新設）は会長が管理する 3

⑨会費は当面値上げしないコ

学会改革の眼目のひとつは、会長の選出法

・多選禁止とならんで、学会仁パートの事務

局員をおき、会長がノfートの（つまり学会事

務の）責任をとることであるご会長は、学者

としての業績も勿論だが、管理者としての実

務能力にもすぐれていなければならないご今、

私が心配していることは、会員が真に会長に

ふきわしい人を選んでくれるかどうか、であ

る。もし会長選挙が人気投票や特定のグルー

プに支配きれるようなら、会長選出は評議員

会に戻きねばならなくなるだろうご会員の良

識に期待したいところである。

それと、できるだけ早くに、通常事務は学

会センターのような外部団体に委嘱し、会長

の責任を軽くすることが重要である。会長が

常任評議員・事務局員に頼りすぎると、彼ら

は勝手なことをするようになり、会長載は形

骸化するであろうご山岸会長の誕生に伴い、

学会事務所も大阪市立大学へ移ることになる

が、学会事務所の持ち回り制も一長一短があ

るので、試行錯誤が必要であろうご



マーキング

鳥類マーキング登録・調整委員会設置のお知らせ

近年、鳥類の調査・研究のためカラー ＇）ングやタッグなどの装着、染色などてマ キングを

する場合が急増しています。しかし、ほとんどの場合、個人の謂査計画に基づいて実施きれてい

て、同じ種について異なる調査カfあっても調整は行われていないのが普通のようですごまた、

当事者の間で与事前に調整を行おうとしても、現状では困難な場合が少なくありません すでに

同ーのカラー標識装着が行われた例もあり、このままでは、今後ますます混乱が多発すること

が予想きれます＝

そこで、これらの問題に専門に取り組む鳥類マーキング登録・調整委員会（マーキング委員

会と略す）が、昨年、日本鳥類標識協会内に設置されました 2 委員会では、以下のよ古な活動を

行いますニ

1.マーキング委員会は特定の鳥種あるいは鳥種のグループの登録担当者を選出しますτ

2.登録担当者は、担当する種のマ キング実施状況を集計し、日本鳥類標識協会誌に報告し

て、担当の鳥種および鳥種のグループのマーキング情報を公開します。

3.？ーキング委員会はマーキングきれた鳥の確認情報を収集し、登録担当者に連絡し、担当

者はマーキングを実施した人と情報交換をします＝

4. 登録担当者およびマ キング委員会は新たにマーキングの実施を予定している人と、マ

キング方法の打ち合せおよび調整を行います＝

5.マーキング委員会は、海外のマーキング実施団体および個人と情報交換・調整を行います＝

対象となる鳥類は日本で見られる全種で、外国で行われたマーキングも含みます乞なお、日

本鳥類標識協会は鳥類標識調査関係者で構成きれた団体ですご学術研究目的のみで捕獲許可を

取得きれた方々にもマーキングの登録・調整作業に協力していただきたいと考えていますコ

干270-11 千葉県我孫子市高野山 山階鳥類研究所

日本鳥類標識協会鳥類マーキング登録・調整委員会（ 0471-82← 1108) 

学術集会

第21回国際鳥学会議

1994年 8月20～ 25日にウィーンのホフプルグで第21回国際鳥学会議（XXI International 

Ornithological Congress）が開催きれます＝前回のニュージーランドでの大会に参加きれた

方には、 3月下旬に 1stcircular （案内）が送られて来ていると思いますが、それ以外の会員

で参加きれたい方、または興味がある方は、

XXI IOC. Interconvention. Friedrichstrasse 7 . A-1043 Vienna. Austria 

TEL: 43-58800 106 FAX: 43 1 5867260へ問い合わせて下きいニ

会議の前後にいくつものエキスカーションが用意きれ、アマチュアでも気軽に参加できる国

際会議です＝またこの会議に参加きれる若手研究者には伊藤基金カA ら25万円の補助が出ます

(no.47参a昭）ので、若手の方は奮ってご参加下きいc

第 5回国際行動生態学会議

IOCの前、 1994年 8月14～ 20日にイギリスのノッティンガムで第 5回国際行動生態学会議 (IS

BE94）が開催きれます。興味のある方は 2ndCircularを、至急、下記までご請求下きレc

ISBE 94. Conference Nottingham. The Business Information Centre. 

309 Haydn Road. NG5 lDG. U. K. 
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学術集会

第 6回国際生態学会議

IOCとほぼ同じ日程で、 1994年 8月20～26日にイギリスのマンチェスターで第6回国際生態

学会議 (INTECOL= International Congress of Ecology）が開催されます。申し込み〆切

は9月15日3 参加されたい方、または興味のある方は 2ndCircularを下記までご請求下きい＝

VI INTECOL. The Manchester Conference Centre. U. M. I. S. T. 

P. 0. Box 88. Manchester. M60 IQD. U. K. 

お知らせ

〈前回の鳥学ニュースに同封された郵便振替払込用紙で会費を納入された方へ〉

利用きれた振替払込用紙は、松山で開催予定の鳥学会大会参加経費払込用のものです二した

がって、大会準備事務局に送金きれたこととなっています＝すでに、数十件の会費またはその

一部と考えられる送金カミ大会事務局に入っていて、開催準備に支障を来す恐れがあります＝送

金きれた方は、学会事務所に葉書でお知らせ下きい。

〈学生会員の会費納入方法について〉

今年度から、年会費が3.000円の学生会員（高校・大学・大学院生および主として学業に従

事している方）の制度カf設けられましたc しかし、会費の納入規定ヵ、守られていない場合が少

なくないので、再度お知らせしますご会費納入時に振替払込書の通信欄に、身分を証明する指

導教官の署名・捺印を記して申告して下きい 署名・捺印のない場合は普通会員として処理し

ますごすでに今年度会費を納入きれた方は、連絡下きれば学生会員に変更します＝ただし、返

金のための事務作業と経費節減のため、下記のように処理きせていただきます3 超過の 2,000

円は1994年度会費の先払い分とし、申し出があった場合のみ返金します2 （会計幹事）

〈訂正） no. 47 p.12 大阪市大のFAX番号を06 605 2522にご訂正下きいc

原稿送付先：干105港区芝31-14 日生赤羽橋ピル6F WWFJ 

花輪伸一（03 3769 1711、FAX: 03-3769 1717) 

原稿はワープロ使用の場合も 1行20字でお送り下きいと

次号（no.49）原稿〆切は 9月20日、発行は11月1日です。

編集後記

・国際ンンポジウム「ツルと湿地の未来」に参加して、つくづくと研究者に国境はないと感じ

ました＝ （成）

・6月27日、関西自然保護機構主催のシンポジウム「絶滅のおそれのある生物種の保護とは何

カー」が開カーれたご種の保存法てすま38種（亜種）の鳥類が希少種ときれている＝ 「絶滅」につ

いて、もっととゆ組むべきかも知れません3 （花）

・今度はパンの23卵巣＝記録更新／ヨシゴイの巣にもバンの卵／秋に発表します＝ ( K) 

・今年は天候不願のせいかハシプトガラスに徹底的にやられました。 ( 0) 

烏学ニュース No.48 
1 9 9 3年 8 月 1 日 発行 （会員配布）

発行 日本鳥学会

干169新宿区百人町3-231 国立科学博物館分館内 Tel. 03 -3364 -2311 

発行人 森岡弘之 印刷所 添田印刷保式会社

編集 花輪伸一・大場聡・成末雅恵・藤田周・上田恵介（幹事）
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日本鳥学会1993年度松山大会案内 （第鴻）

島学ニュースNo.47て穫にお知らせしましたように、今年度大会は愛媛県砲H市にて、 10月
98 （土）～ 11日（月：援替体日）！こ開催されます。本大会では、会員の皆様によるー緩鯨

および自由集会のほか、シンホジウムと招待言寄寅を予定しております。

シンオぞジウム ｛王宗主克dコ己交互芝と長吾実質CD全ι電長｝

日時： 111月 SB土； i3：守O～17:30
会場：松山市市民会館大ホール｛松山市堀之内）

演題； E日本における自然環境の変遷と昏頬の生活ょ 樋口広芳（野島の会・研究セ｝

P鳥類における重金属蓄積の変動要因をさぐる』 市橋菰守（愛媛大・農）

「有機塩素化合物の蓄積とその毒性影響一五大湖を中心に－,!; 

！；＇~毎鳥を脅かすプラスチックベレット』
E都市環境と鳥の生態』

τ烏害問題が見状と対策』

E狩嵐』

幸召千寺言詩話賓

日時： 10月10日（日）午後

田辺信介（愛媛大・農）

小城春雄（北大・水産）

唐沢孝一（都立城東高校）

中村事磁｛震研センター）

阿部畢（議林総研）

会場：愛媛大学教養部対稼室（松山市丸事町）

講師： A.P.メラ一博士（スウェーデン・ウプサラ大学 ・量抑祥科）

漬題： E性の海誌と島の美しい羽の進化ヨ

本大会の鈎日申込締切は、8月20日｛金）必着となっておりますので、特国鞍をご予定

の方はお忘れなきょうお癖い致します。また、講漬をご予定でない方も、事前登誌をなさいま

すとお名前が講t寅要旨集に掲載されます。大会配詳細と申込書（青色）、および宿泊と交通の

ご案内（ピンク色）：ま 号学ニュースNo.47と一緒にお送りしておりますが、紛失等により改

めてご入用の方は、下記の大会準備事務局までご請求下さい。申込用紙拡コピーしてお使い眠

いても結構です。なお、本大会でほ、ご参加になれない方のために、講演要旨集のみ立演読も

行ないますのでご利南下され。

日本島学会1993年度大会準信事務局

〒7叩愛媛県、掻山市f事床3-5-7
愛媛大学農学部環境化学研究室内

TEL 0899-41--1171院珠車391.392.369
F!¥.X 0899--!3-5242 
f大会実行委員長：立川諒）

郵便援替名 義：鳥学会93
口座番号：諺島 'i-26239

大会開催時連絡先（会場直通）
汀且 0899-26-0803


